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ゲーミフィケーション形式の図書館ガイダンス 

ボランティア学生と共につくる図書館

目的・趣旨｜ 

日本大学理工学部図書館は，駿河台図書館と船

橋図書館で構成されており，両キャンパスに学生

ボランティア団体 Library Associate（以下 LA）

が組織されています。 

ＬＡは，学生目線で図書館を考える団体で，「図

書館を活性化させ，利用者を増やす」ことを主眼

に様々な活動に取り組んでいます。今日まで，Ｌ

Ａ，図書委員（教員），図書館職員が協働して，

学生選書ツアーや Library week，ビブリオバト

ルなどを実施してきました。 

図書館利用ガイダンスは，船橋図書館にて，１

学年前期のスタディスキルズ科目で「図書館活用

法」として学科ごとに行われ，その際に職員誘導

による館内ツアーを実施しています。しかし，一

回の見学ですべての場所や自分が利用したい資

料の位置を理解するには無理があります。 

「どうすれば図書館のさまざまな場所を知って

もらえるか」。Library week 実施にあたって，Ｌ

Ａから，学生がゲームに参加することで，楽しみ

ながら館内の資料配置やその内容を知ることが

できる企画の提案があり，過去２回内容を変えて

実施しました。 

 

実施内容｜ 

１. ワードハンティング 平成 24 年 11 月 19 日

（月）～11 月30 日(金） 

図書や雑誌の中に文字カードを入れておき，参

加者はリストに載った資料をＯＰＡＣで検索し

て配架場所を特定し，図書や製本雑誌に入れた文

字カードを抜き出して熟語を完成させ，その熟語

の意味も調べて景品を獲得するもの。問題は６種

類用意し，探す資料は館内配置を考慮して職員と

カウンタースタッフが主に選び，和書，洋書，別

置大型本，中２階書庫，洋書書庫，洋雑誌書庫な

ど，普段利用しない場所を訪れるように工夫しま

した。 

２. ミステリー仕立ての図書館ガイダンス 平成

25 年10 月28 日（月）～11 月8 日（金） 

図書館内で起きた事件を，館内に残された証拠

を元に推理し，真犯人を突き止める，というもの。

参加者は，館内に示されたさまざまなヒントから

容疑者を特定して投票箱に入れます。中２階書庫，

洋書書庫，洋雑誌書庫など普段利用しない場所に

足を踏み入れて謎解きをしながら，資料の配置や

内容を知ることができます。企画終了後に，真犯 
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人と正解者の発表を掲示で行い，正解者には景品

を提供しました。この企画では，ストーリー，ポ

スター，館内へのヒント貼付など，すべてＬＡが

担当しました。 

 

実施結果｜ 

ワードハンティングには，17 名が参加しまし

た。参加者から「目的の本を探すうち，知らなか

った本に触れられて楽しかった」という意見が挙

げられた一方，ＬＡからは難易度が高く，参加者

数に対しワード完成者が少なかった（５名）とい

う反省点があげられました。 

ミステリー仕立ての図書館ガイダンスでは，普

段入ることのない洋書書庫や洋雑誌書庫など，参

加学生それぞれに図書館の発見があり，好感をも

って受け入れられました。特に館内に残った証拠

や様々なヒントから真犯人を探し当てる設定は，

ポスターや現場設定などに大きなインパクトが

あり，平成 25 年度の Library week の各種企画

の中で最も多い21 名の参加がありました。 

 

今後の展開・課題｜ 

ＬＡによるゲーム性を取り入れた企画は，発想

がユニークで面白いのですが，実施にあたっては，

広報不足，準備不足が反省点として挙げられます。 

 

 

今まではLibrary week 期間中に実施していまし

たが，事前の広報が行き渡らず，開催期間も限ら

れていたため，参加者が少ない結果となった反省

から，平成 27 年度からは，各種の企画を年間計

画で実施するように変更し，期間に捉われずに開 

催時期を決めるようにしました。 

現在実施中の企画は，「宝の矢印」。図書館内に

貼り付けた矢印を辿って行き着く場所に置いた

スタンプを押す，館内スタンプラリーです。平成

27 年 12 月 14 日（月）から平成 28 年 1 月 15

日（金）まで実施し，ポスター，ホームページや

ポータルサイトでの広報を早めに行った結果，12

月 25 日現在で 68 名の参加がありました。スタ

ンプラリーというわかりやすい内容も，参加者増

加の要因と思われます。 

今後も，図書委員，ＬＡ，職員が協力して，新

しい企画を検討していく予定です。 

 

参考文献・URL｜ 

 日本大学理工学部図書館  
http://www.lib.cst.nihon-u.ac.jp/ 

 

連絡先｜ 

日本大学理工学部図書館（船橋） 

〒274-8501 千葉県船橋市習志野台7-24-1 

TEL: 047-469-5334 

 

 
 

 
宝の矢印 

ワードハンティングの出題票 


